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さ
る
二
月
一
六
・
一
七
日
、
社
団
法
人
部
落
解

放
研
究
所
第
二
一
回
総
会
が
開
か
れ
、
’
九
八
五

年
度
事
業
計
画
「
原
田
伴
彦
記
念
基
金
」
設
置
の

と
り
く
み
、
定
款
の
一
邦
改
正
等
を
決
め
た
。

（
詳
細
は
次
号
で
紹
介
予
定
）

以
下
に
、
二
九
八
五
年
度
事
業
計
画
」
を
紹

介
す
る
。㈱
部
落
解
放
研
究
所

一
九
八
五
年
度
事
業
計
画

一
九
八
五
年
は
部
落
解
放
を
達
成
す
る
上
で
重

要
な
年
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
一
九
六
五
年
八
月

②
「
部
落
地
名
総
鑑
」
差
別
事
件
、
九
八
真
綿
差
．

別
事
件
、
損
保
リ
サ
ー
チ
差
別
事
件
、
さ
ら
に

は
、
興
信
所
、
探
偵
社
の
悪
質
な
実
態
の
調
査

を
ひ
き
つ
づ
き
強
め
る
と
同
時
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

一
二
号
条
約
の
批
准
に
よ
る
就
職
差
別
の
禁

止
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
条
例
、
部
落
差
別
身

元
調
査
規
制
条
例
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
、

興
信
所
・
探
偵
社
規
制
法
の
制
定
に
む
け
た
研

究
を
強
化
す
る
。

③
「
狭
山
再
審
」
の
達
成
に
む
け
た
研
究
活
動
を

ひ
き
つ
づ
き
強
め
る
と
と
も
に
、
監
獄
法
の
民

主
的
改
正
や
、
再
審
法
の
改
正
に
む
け
た
研
究

啓
発
活
動
を
強
化
す
る
。

④
大
阪
部
落
実
態
調
査
の
成
功
を
ふ
ま
え
、
中

央
な
ら
び
に
各
地
の
実
態
調
査
活
動
に
積
極
的

に
と
り
く
む
。

⑤
各
地
で
相
次
ぐ
差
別
事
件
を
集
約
し
、
分
析

を
加
え
る
中
で
、
こ
れ
に
対
す
る
必
要
な
方
向

性
に
つ
い
て
の
研
究
に
と
り
く
む
。

②
解
放
理
論
の
整
理
に
む
け
た
諸
事

業
に
ひ
き
つ
づ
き
と
り
く
む
。

①
大
阪
の
「
解
放
学
校
テ
キ
ス
ト
」
「
入
門
・

部
落
解
放
運
動
」
の
発
刊
の
経
験
を
ふ
ま
え
、

部
落
箏
敏
瞬
髪
所
統

霞
”
臆
穗
仇
膿
睡
愈
＃
魅
に
；
膨
胤
広
げ
ｋ
…
』
肝
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…
・
；
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ｉ
ｒ
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叫
貯
，
．
》
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Ｉ
Ｐ
…
ト
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輝
§
隊
園
貫
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卜
》
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Ｌ
Ｐ
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；
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；
鴬
：
．
；
…
・
ト
ド
散
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。
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Ｆ
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澤
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》
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反
孟
手
翠
一
ホ
ヨ
罰

二
日
に
「
答
申
」
が
出
さ
れ
て
満
二
○
年
、

「
部
落
地
名
総
鑑
」
発
覚
一
○
年
の
年
に
な
る

し
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
む
け
て
本
格

的
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
年
で
あ
る
。

ま
た
、
’
九
八
五
年
と
い
う
年
は
世
界
的
に
み

て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
四
○
年
、
国
連
発

足
四
○
年
と
い
う
年
に
あ
た
っ
て
お
り
、
平
和
と

人
権
が
重
要
視
さ
れ
る
年
と
な
っ
て
い
る
。
同
時

に
国
連
は
、
こ
の
年
を
国
際
青
年
年
の
年
と
し
て

お
り
、
七
月
に
は
国
連
婦
人
の
一
○
年
の
総
括
の

た
め
の
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
日
本
で
も

一
九
八
五
年
と
い
う
年
は
、
敗
戦
四
○
年
、
被
爆

①
啓
発
活
動
の
重
要
性
に
鑑
み
、
啓
発
企
画
室

の
充
実
を
は
か
り
啓
発
企
画
委
員
会
の
活
動
を

活
発
化
さ
せ
る
。
、

②
啓
発
に
関
す
る
各
種
資
料
を
集
め
、
比
較
研

究
を
行
う
中
で
、
今
後
の
啓
発
の
方
向
を
系
統

的
（
四
ケ
年
計
画
で
）
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

二
年
目
の
事
業
と
し
て
は
「
ユ
ネ
ス
コ
と
人
権

教
育
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
。

③
視
聴
覚
教
材
の
収
集
を
さ
ら
に
強
め
、
比
較

研
究
を
行
う
中
で
、
今
後
の
啓
発
の
方
向
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。

④
市
民
啓
発
、
企
業
啓
発
、
宗
教
関
係
の
啓

中
央
段
階
で
の
各
種
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
く
。

②
『
近
代
部
落
の
史
的
研
究
（
仮
称
）
』
の
編
集

発
刊
に
と
り
く
む
。

③
ひ
き
つ
づ
き
「
国
民
融
合
論
」
の
批
判
に
と

り
く
む
。

④
紀
要
『
部
落
解
放
研
究
』
の
充
実
に
と
り
く
む

⑤
図
書
資
料
室
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
八
五

年
秋
に
開
設
さ
れ
る
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
と

の
連
携
を
強
化
す
る
。

日
啓
発
企
画
事
業
を
充
実
強
化
す
る
。
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四
○
年
の
年
で
も
あ
る
。
部
落
解
放
の
事
業
は
平

和
と
人
権
が
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
て
い
く
中
で
こ

そ
達
成
さ
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
部
落
解
放
研

究
所
と
し
て
も
近
年
強
化
し
て
き
て
い
る
国
際
的

な
人
権
擁
護
の
流
れ
と
の
連
携
を
ひ
き
つ
づ
き
強

め
て
い
く
。

以
上
の
基
本
的
な
観
点
に
立
っ
て
以
下
の
具
体

的
な
事
業
の
柱
を
提
起
す
る
。

⑪
部
落
解
放
運
動
の
発
展
に
む
け
、

ひ
き
つ
づ
き
理
論
的
、
政
策
的
裏
づ

け
に
と
り
く
む
。

①
「
同
和
対
策
事
業
」
に
対
す
る
攻
撃
の
実
態
を

分
析
し
、
こ
れ
を
は
ね
の
け
る
方
向
を
解
明
し

て
い
く
と
と
も
に
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制

定
に
む
け
た
と
り
く
み
を
強
化
す
る
。
と
り
わ

け
八
五
年
度
は
、
各
国
の
差
別
撤
廃
法
の
研

究
、
紹
介
に
取
り
組
む
。

発
、
行
政
、
職
員
研
修
等
の
分
野
ご
と
の
啓
発

の
あ
り
方
を
究
明
し
、
被
差
別
体
験
や
初
期
の

運
動
の
苦
労
を
集
め
た
各
種
教
材
の
作
成
に
と

り
く
む
。

⑤
解
放
大
学
の
充
実
を
は
か
り
、
年
二
回
の
開

催
に
取
り
組
む
。

四
国
内
の
反
差
別
・
人
権
擁
護
の
運

動
や
研
究
者
と
の
連
携
を
強
め
る
。

①
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
、
ア
イ
ヌ
、
沖
縄
出
身

者
、
女
性
、
障
害
者
等
の
国
内
で
の
反
差
別
運

動
や
研
究
者
と
の
連
携
を
強
め
る
。

②
ま
た
、
人
権
篭
護
委
員
会
や
日
弁
連
、
自
由

人
権
協
会
等
の
人
権
擁
護
機
関
と
の
連
携
を
強

め
る
。

⑤
国
際
連
帯
活
動
に
ひ
き
つ
づ
き
と

り
く
み
、
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」

と
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
等
の
早

期
批
准
を
求
め
て
い
く
。

①
英
文
一
一
ニ
ー
ス
の
充
実
・
拡
大
に
と
り
く
む
。

②
世
界
人
権
宣
言
中
央
実
行
委
員
会
や
同
大
阪

連
絡
会
議
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
す
る

③
国
際
人
権
規
約
の
具
体
化
と
完
全
批
准
（
と

研究部
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平
素
よ
り
、
当
研
究
所
の
発
展
の
た
め
に
御
協

力
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
一
九
八
五
年
は
部
落
解
放
を
達
成
す
る

上
で
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に
は
一
九

六
五
年
八
月
二
日
に
「
答
申
」
が
だ
さ
れ
て
満

一
一
○
年
、
「
部
落
地
名
総
鑑
」
発
覚
一
○
年
の

年
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
む
け
て
本
格

的
な
取
組
が
開
始
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
九
八
五
年
と
い
う
年
は
世
界
的
に
み

て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
四
○
年
、
国
連
発

足
四
○
年
と
い
う
年
に
あ
た
っ
て
お
り
、
世
界
平

和
が
改
め
て
問
い
な
お
さ
れ
る
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
時
に
国
連
は
、
こ
の
年
を
国
際
青
年
年
の

年
と
し
て
お
り
、
七
月
に
は
国
連
婦
人
の
一
○
年

の
総
括
の
た
め
の
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

部
落
解
放
の
事
業
は
平
和
と
人
権
が
し
っ
か
り
と

ま
も
ら
れ
て
い
く
中
で
こ
そ
達
成
さ
れ
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
部
落
解
放
研
究
所
と
し
て
も
近
年
強

化
し
て
き
て
い
る
国
際
的
な
人
権
擁
護
の
な
が
れ

と
連
帯
を
ひ
き
つ
づ
き
つ
よ
め
て
い
く
所
存
で
あ

リ
わ
け
「
選
択
議
定
書
」
の
批
准
）
を
は
じ
め

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
と
「
人
種
差
別
撤
廃

条
約
」
の
早
期
完
全
批
准
に
む
け
た
研
究
と
宣

伝
を
強
化
す
る
。

④
国
連
、
ユ
ネ
ス
コ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
等
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
登
録
を
追
及
す

る
。
ま
た
「
ア
ジ
ア
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
に
と
り
く
む
。

⑤
海
外
に
お
け
る
部
落
問
題
研
究
者
と
の
連
携

を
強
め
る
。

⑥
女
性
差
別
撤
廃
条
約
大
阪
府
民
会
議
や
国
際

青
年
年
大
阪
推
進
協
議
会
の
と
り
く
み
に
協
力

⑥
故
原
田
伴
彦
理
事
長
追
悼
事
業
に

と
り
く
む
。

①
原
田
伴
彦
基
金
（
仮
称
）
を
開
設
す
る
。

②
当
初
の
事
業
と
し
て
『
東
京
都
公
文
書
館
の

部
落
問
題
資
料
』
の
発
刊
に
と
り
く
む
。

、
組
織
・
財
政
基
盤
の
拡
充
に
と
り

く
む
。

①
学
者
、
研
究
者
の
さ
ら
な
る
結
集
を
強
め
、

研
究
部
の
充
実
と
活
動
の
強
化
に
と
り
く
む
。

②
運
動
体
と
の
定
期
協
議
、
各
地
研
究
所
と
の

し
て
い
く
。社
団
法
人
部
落
解
放
研
究
所
研
究
員
の

登
録
更
新
手
続
き
の
お
願
い

ハ
ソ
ー
武
－
９
．

こ
の
た
め
に
、
以
下
の
七
つ
の
柱
を
立
て
て
研

究
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

①
部
落
解
放
研
究
の
発
展
に
む
け
、
ひ
き
つ
づ
き

理
論
的
・
政
策
的
裏
づ
け
に
と
り
く
む
。

②
解
放
理
論
の
整
理
に
む
け
た
諸
事
業
に
ひ
き
つ

づ
き
と
り
く
む
。

③
啓
発
企
画
事
業
を
充
実
強
化
す
る
。

④
国
内
の
反
差
別
・
人
権
擁
護
の
運
動
や
研
究
者

と
の
連
携
を
強
め
る
。

⑤
国
際
連
帯
活
動
に
ひ
き
つ
づ
き
と
り
く
み
、
女

性
差
別
撤
廃
条
約
と
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
早

期
批
准
を
求
め
て
い
く
。

⑥
故
原
田
伴
彦
理
事
長
追
悼
事
業
に
と
り
く
む
。

⑦
組
織
財
政
基
盤
の
拡
充
に
と
り
く
む
。

こ
の
よ
う
な
課
題
の
達
成
の
た
め
、
一
九
八
五

年
も
関
係
各
位
の
更
な
る
御
支
援
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
研
究
活
動
の
更
な
る
発
展
、
充
実
を
は
か

っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

連
携
強
化
に
と
り
く
む
。

③
大
阪
府
・
大
阪
市
等
関
係
行
政
と
の
連
携
を

強
化
す
る
。

④
東
京
事
務
所
の
充
実
に
と
り
く
む
。

⑤
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
法
人
化
に
む
け
た
調

査
、
研
究
を
お
こ
な
う
。

⑥
財
政
基
盤
と
職
員
体
制
の
充
実
に
と
り
く

む
。

な
お
、
一
九
八
五
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
主

な
出
版
事
業
と
し
て
は
、
紀
要
「
部
落
解
放
研

Ⅵ
一
九
八
五
年
度
に
発
行
す
る
紀
要
『
部
落
解

放
研
究
」
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
各
部
門
ご

と
の
特
集
号
と
研
究
者
集
会
報
告
集
号
と
し

て
、
下
記
の
通
り
計
画
す
る
。

回
紀
要
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
各

部
会
で
の
研
究
、
討
議
の
成
果
が
反
映
さ
れ
る

も
の
に
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
各
部

会
研
究
員
の
方
々
も
、
各
特
集
号
を
中
心
に
積

極
的
に
寄
稿
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
紀
要
各
号
の
最
終
的
な
企
画
決
定
は
、

研
究
所
ス
タ
ッ
フ
会
議
（
月
二
回
）
で
お
こ
な

紀
要
『
部
落
解
放
研
究
』
’
九
八
五
年
度
発
行
計
画

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
一
九
八
五
年
度
研
究
員

の
登
録
・
更
新
手
続
き
を
左
記
の
と
お
り
、
よ
ろ
し

く
手
続
き
頂
き
ま
す
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す

記

①
入
会
申
し
込
み
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
研
究
所
へ
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵

便
振
替
え
用
紙
に
て
ご
送
金
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
二
○
、
○
○
○
円
（
総
括
責
任
者
・
部

会
長
・
幹
事
・
部
会
事
務
宮
、

五
、
○
○
○
円
二
股
会
員
）

②
更
新
な
ら
び
に
入
会
申
し
込
み
手
続
き
を
い
た

だ
き
ま
す
と

㈹
紀
要
「
部
落
解
放
研
究
」
（
年
五
回
刊
）
を

無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。

何
研
究
所
・
出
版
社
の
図
書
講
入
に
あ
た
っ
て

割
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
一
一
○
パ

ー
セ
ン
ト
引
き
）

㈹
「
研
究
所
通
信
」
を
発
行
し
、
配
布
い
た
し

ま
す
。

Ｈ
図
書
室
の
閲
覧
・
コ
ピ
ー
が
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
委
嘱
状
の
必
要
な
方
は
、
そ
の
他
の
欄

に
「
委
嘱
状
要
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
９
（
ま
た
、

処
理
欄
に
は
何
も
書
き
こ
ま
な
い
で
下
さ
い
。
）

究
』
（
五
冊
）
、
『
部
落
解
放
年
鑑
』
八
四
年
版
、

『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
五
巻
は
も
と
よ
り
、

『
近
代
部
落
の
史
的
研
究
』
、
『
社
会
啓
発
の
実
践

と
課
題
』
（
第
二
巻
）
な
ど
の
出
版
に
と
り
く
む
。

視
聴
覚
教
材
と
し
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
Ⅷ
「
部
落
解

放
基
本
法
制
定
を
め
ざ
し
て
」
（
仮
称
）
、
Ⅸ
「
部

落
差
別
身
元
調
査
規
制
条
例
に
つ
い
て
」
（
仮
称
）
、

「
同
和
行
政
の
あ
ゆ
み
と
課
題
」
（
仮
称
）
等
の

制
作
・
販
売
に
取
り
組
む
。

☆
各
部
屋
の
事
業
計
画
（
略
）llihiiF 

妬
一
歴
史
・
理
論
部
門

銘
一
啓
発
・
運
動
部
門

い
ま
す
の
で
、
各
部
門
統
括
事
務
局
に
相
談
し

て
下
さ
い
。
（
若
干
の
原
稿
料
を
支
払
い
ま
す
）

〈
発
行
計
画
〉

知
一
諜
跿
池
研
究
者
筐

椎
・
行
政
部
門
一
卯
一
ｍ

4/１ 12/１ 

Ｕ
一
フ
ル
｜
Ｑ
Ｊ
ｌ
ｃ

5/1０ 1/1５ 

雪
6/1０ 

「
ｌ
Ｊ
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